
第９号 ２０２６/2/2７ 

石巻工業高等学校 図書館 

『葉明報第４７号』を配付しました！ 

   今年度最後の図書館だよりとなりました。３年生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。 

   皆さんにとって学校図書館はどんな所だったでしょうか。これまでに読んだ本の物語や言葉が、新しい世界へ 

 進む皆さんの支えになりますように！    

   １、２年生の皆さんも来年度に向けてのまとめの時期です。体調を崩さないように元気に過ごしましょう。 

 ３年生の皆さん、卒業後は公共図書館を利用してみま

しょう！図書館は様々な情報を提供してくれる場所です。

きっと皆さんの役に立つことでしょう。 

 １、２年生の皆さんも、石工図書館とはまた違う図書館

に足を運んでみてはいかがでしょうか？ 

公共図書館を 

 紹介します 

○石巻市図書館○                    

 〒９８６－０８３１                   

 石巻市羽黒町１丁目９－２                

 ＴＥＬ：０２２５－９３－８６３５            

 休館日：月曜日・祝日                  

○東松島市図書館○ 

  〒９８６－０５０３ 

 東松島市矢本字大溜１－１ 

 ＴＥＬ：０２２５－８２－１１２０ 

 休館日：月曜日・毎月最終金曜日 

○女川町生涯学習センター図書室  

        （女川つながる図書館） 

 〒９８６－２２６５ 

 女川町女川一丁目１－１ 

 ＴＥＬ：０２２５－９０－３２１７ 

 休館日：毎月最終水曜日 

石巻地区の公共図書館 

          ○宮城県図書館○ 

     〒981-3205 

   仙台市泉区紫山1-1-1 
      TEL: 022-377-8441  

        休館日：月曜日 

 図書館で毎年発行している『葉明報』を図書館だより

と一緒に配付しています。１年間の図書館活動の様子な

どを掲載しています。 

 図書館では『葉明報』で先生方に紹介していただいた

「石工生におすすめの一冊」を準備しています。 

 ぜひ、読んでみてください♩ 

特別貸出実施中 

１０冊まで 

借りられます 

 １、２年生の皆さんへ  

   石工図書館では現在、特別貸出を実施しています。  

  長期の休みを利用して、読書に親しんでください。 

  返却日は４月８日（火）です。 

  

 

 『「話が面白い人」は 

 何をどう読んでいるのか』（新潮新書）   

        三宅香帆/著 新潮社/刊 

 「話が面白い」とは、お笑い芸人の「すべらない

話」ではなく、「インプットした内容を、面白く語

ることができること」だそうです。どんなに弱い立

場でも、話が面白ければ耳を傾けてもらうことがで

き、自分の身を助けることにもつながります。 

 本書では「うまく話す」ためのスキルを身に着け

るコツを、さまざまな本や漫画、映画、ドラマの鑑

賞を通して解説しています。巻末には「話が面白く

なるブックリスト」もついています。 

春休みに向けて 

 （※著作権の関係で写真をぼかしています） 

宮城県図書館も  利用してみてください。 

 



１年間図書館だよりを読んでいただき ありがとうございました。   来年度の図書館だよりもお楽しみに☆ 

※３月は入試等の関係で、開館日が少なくなっています。 

☆２０２６年度 本屋大賞 ノミネート作品

  202６年度本屋大賞ノミネート作品が決定しました。本屋大賞は書店員さんの投票で決定します。 

 ４月上旬に結果が発表されますので，お楽しみに！図書館にもノミネート作品コーナーがあります。 

 ノミネート作品は順次入る予定です。ぜひ、読んでみてください！ 

  
 春休みに本の整理をします。期限が過ぎても本を借り

たままの人は、至急返却してください。 

 図書館入り口の返却ＢＯＸも利用できます。 

３月の開館カレンダー 
月 火 水 木 金 

２ ３ ４ ５ ６ 

 ○午前のみ    

９ １０ １１ １２ １３ 

    ○ 

１６ １７ １８ １９ ２０ 

 ○ ○ ○午前のみ 祝日 

２３ ２４ ２５ ２６ ２７ 

 修業式  ○ 離任式 

３０ ３１    

     

お願い 

   本屋大賞  

              ノミネート作品１０冊 

 

〇『暁星』  

            湊かなえ/著（双葉社） 

〇『ありか』 

         瀬尾まいこ/著（水鈴社） 

〇『イン・ザ・メガチャーチ』 

       朝井リョウ/著（日経ＢＰ 日本経済新聞出版） 

〇『失われた貌』 

           櫻田智也/著 （新潮社） 

〇『エピクロスの処方箋』 

            夏川草介/著（水鈴社） 

〇『殺し屋の営業術』 

             野宮有/著（講談社） 

〇『さよならジャバウォック』 

         伊坂幸太郎/著（双葉社） 

〇『熟柿』  

       佐藤正午/著（KADOKAWA） 

〇『探偵小石は恋しない』 

            森バジル/著（小学館） 

〇『PRIZEープライズー』 

         村山由佳/著（文藝春秋） 

新着図書紹介 

『誕生日事典 

 366日の「魔法の言葉」』

著者：鏡リュウジ 

 出版社：日東書院 

 

『ハヤタケ先生の 

こども魚食大百科』 

著者：早武忠利 
 出版社：少年写真新聞社 

『クローバー』 

 著者：ナ・ヘリム 
訳：キム・キョンスク 

出版社：講談社 

『５４字の物語 呪』  

作：氏田雄介 

絵：武田侑大 
出版社：ＰＨＰ研究所 

 「書物占い」はヨーロッパ

で古くから親しまれている

占いだそうです。何かを知

りたいときにページを開い

てみてください。 

  ゆたかな海に恵まれた

日本。魚の観察から、さば

き方、おいしい食べ方まで、

魚食文化の楽しみ方が満

載の一冊です。 

 祖母と二人で暮らす中学

生のジョイン。ある日、黒猫

の姿をした悪魔が現れ、魅

力的な「もしも」を提示する。

ジョインの選択はいかに？ 

 ５４字の超短編小説。今回

は、ホラー８０話とサブストー

リー７８話が収められていま

す。読み始めたら止まらない

人気シリーズです。 


